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地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
地
域
力
の
醸
成

診
療
所
が
果
た
す
役
割

前
号
よ
り
始
ま
っ
た
リ
レ
ー
寄
稿
の
二
回
目
で
す
。
今
回
は
畑
事
務
局
長
よ
り
頂
き
ま
し
た
。
リ
レ
ー
寄
稿
を
通
し
た
テ
ー
マ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、『
自
由
な
』
テ
ー
マ
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
か
ら
何
か
見
え
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
等
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
今
後
の
方
向
性

へ
と
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
と
信
じ
、
今
後
少
な
く
と
も
コ
ア
メ
ン
バ
ー
内
で
『
思
い
の
襷
』
を
繋
げ
て
行
き
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

リレー寄稿
希
薄
に
な
る
地
域
の

人
間
関
係

　
地
域
包
括
ケ
ア
の
目
的
は
私
た
ち

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
掲
げ
る
「
高
齢
に

な
っ
て
も
、
障
害
を
持
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
」
そ
の

も
の
だ
と
言
え
る
。
盛
ん
に
地
域
包

括
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
が
云
々
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
医

療
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
間
の
連
携
に
つ
い
て
で

あ
り
、
肝
腎
な
住
民
間
の
互
助
の
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
語
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
。

　
地
域
の
生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
れ

ば
さ
れ
る
ほ
ど
住
民
間
の
結
び
つ
き

は
弱
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
大
都
市

の
人
間
関
係
の
希
薄
さ
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
私
が
10
年
間
関
わ
っ
た

浅
井
町(

現
長
浜
市)

も
、
当
初
は

集
落
の
中
で
の
強
い
人
間
関
係
が
維

持
さ
れ
独
居
の
高
齢
者
が
病
に
倒
れ

る
と
い
つ
し
か
近
所
の
人
が
助
け
に

入
る
よ
う
な
地
域
だ
っ
た
が
、
葬
儀

事
務
局
長　

畑　
恒
士

会
館
の
営
業
開
始
に
伴
い
自
宅
で
の

葬
儀
は
激
減
し
、
そ
れ
と
と
も
に
住

民
間
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
主
体
は

高
齢
者

　
若
者
が
減
り
２
０
２
５
年
に
は
高

齢
者
を
１・
８
人
の
若
者
が
支
え
る

か
の
如
く
の
宣
伝
が
さ
れ
て
い
る

が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は

２
割
に
満
た
な
い
、
む
し
ろ
残
り
の

８
割
の
高
齢
者
が
役
割
を
担
う
こ
と

こ
そ
が
健
康
寿
命
の
延
長
と
認
知
症

予
防
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
現
在
企
業
に
勤
め
る
多
く

の
人
は
職
場
と
住
居
が
離
れ
て
お

り
、
住
居
地
で
の
人
間
関
係
が
希
薄

な
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
人

が
地
域
か
ら
支
え
ら
れ
る
た
め
に

は
、
地
域
へ
の
貢
献
を
す
る
中
で
人

間
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

し
か
し
若
者
と
違
っ
て
高
齢
者

次
回
は
、
長
縄
伸
幸
副
会
長
に

       　

 

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

は
、
個
人
個
人
に
よ
っ
て
そ
の
残
存

能
力
に
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
し
か

も
基
本
的
に
移
動
能
力
が
低
く
、
情

報
収
集
能
力
も
低
い
こ
と
か
ら
、
何

ら
か
の
役
割
を
担
い
た
い
と
思
っ
て

も
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
役
割
に
た

ど
り
つ
け
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。高

齢
者
の
情
報
を
持
つ

診
療
所
の
役
割

　
我
々
地
域
の
診
療
所
は
地
域
住
民

の
健
康
管
理
を
担
う
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

り
、
そ
の
身
体
状
況
だ
け
で
な
く
、

そ
の
生
活
背
景
の
多
く
を
熟
知
す
る

立
場
に
あ
る
。
当
然
守
秘
義
務
が
あ

り
、
そ
の
情
報
を
公
に
す
る
こ
と
は

か
な
わ
な
い
が
、
地
域
で
必
要
と
す

る
仕
事
が
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か

を
把
握
さ
え
す
れ
ば
、
各
個
人
の
能

力
と
希
望
に
あ
っ
た
役
割
を
紹
介
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
介
護
に
関

わ
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
趣

味
の
領
域
に
関
し
て
も
紹
介
し
、
地

域
の
中
で
人
と
人
が
繋
が
る
こ
と
に

貢
献
す
る
こ
と
が
、
地
域
包
括
ケ
ア

成
立
に
向
け
て
の
診
療
所
の
も
う
一

つ
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
う
。
ま
だ

ま
だ
こ
の
領
域
に
は
教
科
書
は
な
く

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
診
療
所
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
と
し

て
、
試
行
錯
誤
の
中
、
地
域
の
住
民

同
士
の
繋
が
り
を
豊
か
に
す
る
方
法

を
共
有
し
、
元
気
を
与
え
あ
う
こ
と

を
掲
げ
た
い
と
思
う
。

　
若
者
が
減
り
２
０
２
５
年
に
は
高

齢
者
を
１・
８
人
の
若
者
が
支
え
る

か
の
如
く
の
宣
伝
が
さ
れ
て
い
る

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は

２
割
に
満
た
な
い
、
む
し
ろ
残
り
の

こ
と

こ
そ
が
健
康
寿
命
の
延
長
と
認
知
症

予
防
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の

　
ま
た
、
現
在
企
業
に
勤
め
る
多
く

の
人
は
職
場
と
住
居
が
離
れ
て
お

り
、
住
居
地
で
の
人
間
関
係
が
希
薄

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
介
護
に
関

わ
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
趣

味
の
領
域
に
関
し
て
も
紹
介
し
、
地

域
の
中
で
人
と
人
が
繋
が
る
こ
と
に

貢
献
す
る
こ
と
が
、
地
域
包
括
ケ
ア

成
立
に
向
け
て
の
診
療
所
の
も
う
一

つ
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
う
。

ま
だ
こ
の
領
域
に
は
教
科
書
は
な
く

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
診
療
所
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
と
し

て
、
試
行
錯
誤
の
中
、
地
域
の
住
民
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厚生労働省との意見交換会　陳情趣旨

　　＜１＞	 在宅療養における心疾患緩和ケアの課題

キーワード；心疾患緩和ケア、介護保険特定疾病、訪問看護

拡張型心筋症に重症慢性心不全にてベッド上安静、寝たきり状態の心疾患患者さんが
在宅療養を行う場合を想定してみてください。

　＜介護保険制度と心疾患の盲点＞
ほぼベッド上安静寝たきり状態であっても、四肢の障害なく内部的障害が主であるため、ＡＤＬが全般的に
保たれる傾向にあり、介護度判定が正確には反映されにくいです。
更には、介護保険第2号被保険者（40歳以上65歳未満）にいたっては、要介護状態申請が出来るための特
定疾病には、慢性心不全（重症）が含まれていまないため、介護保険は申請すらできない現状です。

提言①　心疾患（重症慢性心不全状態）も特定疾病に加えて頂ければありがたいです。

　＜医療保険の訪問看護制度と心疾患の盲点＞
訪問看護療養費に係る訪問看護ステーション基準における厚生労働大臣が定める疾病等（Ｂ）に心疾患は記
載されていません。つまり回数制限対象になっています。
心疾患末期状態で緩和ケアを必要とする場合、急性増悪期の14日間は毎日訪問の算定可能ですが、その他は、
週3回までと訪問回数の制限がかかってしまいます。たとえば、緊急時の訪問回数が規定回数を超えると算
定できず、自費算定となります。

提言②　心疾患緩和ケアもがん末期緩和ケアと同様の配慮をお願いできればと思います。

　　＜２＞	 死体検案の課題

キーワード；死体検案（検死）、警察協力医、死亡時画像診断（Ai）

死体検案（検死）とは、死因不明の死体に対し、医師が外表を観察することを主体にして、医学的見地から死因、
死亡時刻を推定する行為です。
私事ながら、縊死、焼死、溺死、硫化水素による中毒死、凍死、急性一酸化炭素中毒、老衰、外傷性ショック死、
脳出血死、心臓死などを経験してきました。
独居高齢者の増加、在宅医療の推進などを背景に今後、孤独死が増え、死体検案（検死）の需要が増すこと
が予想されますが、現状では以下のような課題が散見されます。
①　検死を担当する医師（警察協力医）は限られており、一部医師にのみ負担が大きい。
②　不測の検死呼び出しへの対応は、日常診療との葛藤がある。
③　�今までの検死のやり方は科学的とは言い難く、正確な究明は難しく、事故・事件の見落としも指摘され
ている。

そこで

提言③　医師会でも死体検案・身元確認業務研修会を開催し啓蒙に努めていますが、か
かりつけ医へ対して、死体検案の啓蒙、参加協力をお願いし、関わる医師をもっと増や
す必要があるのではないでしょうか。
　また、
自院ＣＴを用い、死亡時画像診断（Ai）を行っている開業医師もいらっしゃいますが、現
状ではＡｉ費用は全額患者負担のようです。
科学的死因究明にＡｉをもっと活用できるよう、補助制度を考えて頂ければと思います。

前号にて報告させて頂いいた『厚労省との意見交換会』に合わせ、皆様よりの意見を募集し、
紹介したい旨をお伝え致しました。
　それに伴い、九州の加倉様より提言を頂いたので、ご紹介させていただきます。

看
護
・
介
護
・
医
療
現
場
か
ら
の
提
言
　（
医
） 

春
成
会 

鵜
木
医
院　

加
倉　

秀
章
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　今秋の『全国の集い in北海道2015』に向けた動きがいよい
よ本格的に始まりました。既に昨年よりプレ大会が開催され、
去る１月１７日にも室蘭において開催されました。
　医療・介護関係機関のみならず地域みんなで協力し合うケア
を通した「街づくり」は北海道大会のテーマの一つとなってい
ます。以下に「プレ大会報告書」の成果報告より引用させてい
ただきます。

北海道室蘭プレ大会（1月 17日）　プレ大会
　報  告

「
さ
さ
え
あ
う
」
街
づ
く
り

　

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
語
り
か

け
る
こ
と
の
で
き
る
今
回
の
テ
ー

マ「
さ
さ
え
あ
う
」〜
素
敵
な
一
生
、

育
む
人
生
〜
。
地
域
の
人
々
が
支
え

合
い
、
教
え
合
う
大
切
さ
を
基
調
講

演
の
鳥
居
一
頼
先
生
が
集
ま
っ
た

人
々
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
座
長
の
草
場
先
生
、
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
佐
藤
先
生
、
宮
崎
さ
ん
、
吉

田
さ
ん
、
松
永
さ
ん
が
繋
が
り
あ
う

大
切
さ
を
各
分
野
か
ら
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
開
催
地
、
西
胆
振
だ
け
で

は
な
く
、ど
の
地
域
に
も
支
え
合
う
、

お
し
え
合
う
つ
な
が
り
が
地
域
の
元

気
を
呼
び
起
こ
す
と
感
じ
ま
す
。
改

め
て
、
自
分
自
身
が
た
く
さ
ん
の
方

に
支
え
ら
れ
、
活
動
で
き
て
い
る
喜

び
を
感
じ
る
と
共
に
、
地
域
が
ま
す

ま
す
活
性
化
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑

張
ら
ね
ば
と
い
う
思
い
が
一
層
強
く

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

少
子
・
超
高
齢
社
会
の
今
、
い
か
に

地
域
で
支
え
合
う
か
、
興
味
深
く
早

急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

内
容
だ
、
講
師
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

皆
さ
ん
ど
の
話
も
テ
ー
マ
設
定
も
す

ば
ら
し
い
内
容
、
と
の
嬉
し
い
お
声

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容

講
演
テ
ー
マ
：「
支
え
合
い
の
心
を

育
む
地
域
づ
く
り
」

　

鳥
居
一
頼
先
生
の
基
調
講
演
で

は
、「
支
え
合
う
」
と
は
、
一
方
的

に
「
か
け
声
」
や
「
手
助
け
」
で
相

手
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
自

己
満
足
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
地
域

の
弱
者
が
「
助
け
て
」
と
言
え
る
地

域
を
つ
く
る
事
が
大
切
な
ど
、
と
か

く
一
方
的
に
な
り
が
ち
な
医
療
・
福

祉
の
ケ
ア
を
見
直
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
座
長：草
場
鉄
周
）

で
は
、

・ 

松
永
英
樹
氏
（
室
蘭
商
工
会
議
所

副
会
頭
、
輪
西
中
核
施
設
共
同
組

合
代
表
理
事
、
室
蘭
市
商
店
街
づ

く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン

タ
ー
長
）

・ 
吉
田
淑
恵
氏
（
子
育
て
応
援
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ワ
ニ
ワ
ニ
ク
ラ
ブ
の
仲
間

達
の
会　

理
事
長
）

・ 

宮
崎
直
人
氏
（（
有
）
グ
ッ
ト
ラ

イ
フ
代
表
取
締
役
総
合
施
設
長
）

・ 

佐
藤
弘
太
郎
氏
（
本
輪
西
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
代
行
）

　
４
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
と
の
か

か
わ
り
、
街
づ
く
り
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
な
ど
お
話
し
て
い
た
だ
い

た
。
松
永
氏
の
15
年
前
か
ら
輪
西
の

「
さ
さ
え
あ
う
」
地
域
づ
く
り
「
コ

ン
パ
ク
ト
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」
の
実
現
に
取

り
組
ま
れ
て
き
た
お
話
に
先
見
の
明

を
感
じ
、
吉
田
氏
の
「
ワ
ニ
ワ
ニ
ク

ラ
ブ
」
や
「
サ
ロ
ン
ぷ
ら
っ
と
」
で

の
多
彩
な
行
事
を
実
現
さ
せ
て
い

る
、
吉
田
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
と
パ
ワ
ー
に
脱
帽
。
宮
崎
氏
の

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
術
の
中
に
も
、

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
社

会
を
つ
く
る
」
と
い
う
、
熱
い
志
し

に
感
動
し
た
。　

　
佐
藤
先
生
の
医
療
機
関
が
病
気
の

治
療
以
外
で
、人
が
集
う
場
と
し
て
、

介
護
者
同
志
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
拠

点
、
ま
た
は
健
康
関
連
テ
ー
マ
の
地

域
住
民
の
開
か
れ
た
学
び
舎
に
な
り

得
る
、
ま
さ
に
地
域
密
着
の
医
療
機

関
で
あ
る
。

　
本
大
会
と
の
密
接
な
テ
ー
マ
に
て

開
催
し
、
今
回
の
よ
う
な
地
域
づ
く

り
の
研
修
を
ま
た
聴
き
た
い
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
も
満
足
い

た
だ
け
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

＜室　蘭＞
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去
る
２
月
21
日
、こ
ど
も
の
城（
東
京・青
山
）に
お
い
て『
第
21
回
全
国
の
集
い
in
北
海
道
２
０
１
５　
東
京
プ
レ
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
『
地
域
包
括
を
支
え
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
』 医
療
、
介
護
等
に
よ
る
支
援
ば
か
り
で
は

な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
含
ん
だ
支
援
の
広
が
り
の
事
例
紹
介
を
中
心
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
構
成

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
は
公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
の
大
橋
理
事
長
よ
り
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
現
在
の
介
護
に
関
す
る
問
題
点
を
そ
の
歴
史
を
含
め
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
頂
き
ま
し
た
。

基
調
公
演
後
、
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
事
例
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
プ
レ
大
会
（
２
月
21
日
：
東
京
都
・
青
山
）　

プレ大会
　報  告

基調講演
『地域包括を支えるテクノエイド』
座長　小林るつ子
講師　大橋　謙策 氏
　　　（日本テクノエイド協会会長） ＜東　京＞

スライド内容の一部を掲載させていただきましたが、   　　詳細はホームページにてアップしております。
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シンポジウム

◎ 認知症高齢者を支える
　 玩具療法
        小林るつ子

　実践DVDに基
づいた活動事例の
紹介がされました。

◎ 独居高齢者を地域で支える
　 『1人暮らしあんしん電話』
        堂垂伸治　氏（どうたれ内科診療所院長）

現在、地元にて展開中の事例が紹介されました。

◎ 在宅におけるノーリフト
    ポリシー
        和田忠志　氏（いらはら診療所在宅医療部長）

　介護環境の様々なシーンにおいて、「当たり前で重
要なこと」に対し、改めて、しっ
かりと定着の必要を訴える提
案をされました

座長　苛原　実
　　　（在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク会長）

　基調講演後、各シンポジストの方々による事例紹介
がされました。

　今回のプレ大会の発表を通じ、よりよいケア環境の
構築の為にこのような「地域単位のよりきめ細かい
工夫・アイデア」や「新しい考え方・実践」の提案・実
践の継続こそ今後の地域ケアの深化に向けての重要な
キーワードとなることを確認することができた。

今回、堂垂氏により発表された堂垂氏の「独居高齢者を地域で支え
る『1人暮らし安心電話』」の活動が「民間の高齢者見守りシステム（「あ
んしん電話）」として地元の松戸市より助成が決定されました。全国
紙にもその内容が詳細に掲載されました。
（どうたれ内科診療所ホームページより転載） スライド内容の一部を掲載させていただきましたが、   　　詳細はホームページにてアップしております。
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理事会報告
理事会報告（2014年度　第 2回）

開�催�日�：�2015 年 2月 22日　9：00～ 11：30
場　　所�：�プラザ八重洲北口（東京中央区・八重洲）
出席理事�：��（敬称略）苛原実、黒岩卓夫、藤村淳子、大澤誠、畑恒土、石田一美、桑原由次、吉永隆行、岡崎和佳子、

村山善紀、井村隆、金井秀樹、上村伯人、大川延也、萩田均司、多湖光宗、草場鉄周、中嶋啓子、金田弘子、
福田善晴、吉井敦子、小林るつ子　（オブザーバー参加：中嶋久矩　監事）

欠席理事�：��（敬称略）宮坂圭一、渋澤温之、太田秀樹、新田國夫、西嶋公子、永井康徳、青木佳之、長縄伸幸、長純一、
森本益雄

　理事会議事録より、会員の皆様方に関係の深い部分を紹介させ
て頂きます。全国の集いに向けた演題募集へのご協力をお願い申
し上げます。（事務局）

報告事項（抜粋）
■　東京事務局より

● 昨年の岡山大会において推薦された 16 名に対し、フォロー
アップについての声かけを行った結果、回答のあった 9 名
のうち 8 名が北海道大会において発表されるという回答をを得ました。（1 名は事情により不
可能という回答でした）

　今後、未回答の 7 名に対し、再度、声掛けをさせて頂きます。
● 当会のホームページに掲載させていただいている会員の施設情報について、URL からのリン

クの確認をさせて頂いたところ、約 40％近くがリンク切れ等でアクセスできない状況が判
明いたしました。例年夏に行っている会員の皆様に対する『会員情報の確認』の際に、この
URL に関しても確認させていただくことになりましたので、ご協力をお願い申し上げます。

検討事項（抜粋）
■　全国の集いについて

●実践交流会について（藤村理事より）
　全国の集い in 北海道 2015 の実践交流会のカテゴリーが決定いたしました（　）内は担当
座長
・認知症（大澤）・緩和ケアと看取り（中嶋）・口腔ケアと栄養管理（大川）・在宅生活の継続（石
田）・訪問と通所サービス（岡崎）・新しい試み（福田）・地域包括ケア（ケアマネジメントを含む）

（金田）・薬と生活（金井）・教育（長縄）
　北海道からも各座長を推薦頂き、4 月からの演題募集に向けて準備を始めます。
　また、カテゴリー毎にメーリングリストを立ち上げ、大会前の情報共有についての準備も
いたします。

■翌年の鹿児島大会の準備会も 1 月 17 日に行われ、2016 年９月 18 日・19 日が開催日と決定い
　たしました。

次回の理事会　2015 年 5 月 24 日（日）
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発売以来10年、使用者の60%が年配の方。
こころのなぐさめに活躍する赤ちゃんサイズのおしゃべりする抱き人形です。こころのなぐさめに活躍する赤ちゃんサイズのおしゃべりする抱き人形です。

夢の子ネルル夢の子ミルル

夢の子ユメル

　

カ
ネ
マ
タ
薬
局
は
昭
和
26
年
に

創
業
し
、
地
元
に
密
着
し
、
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
薬
局

で
す
。
現
在
船
橋
市
内
に
５
つ
の
薬

局
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
が
半

径
５
０
０
ｍ
圏
内
に
あ
り
近
く
の

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
と
連
携

し
て
地
元
地
域
に
根
付
い
て
い
ま

す
。
運
営
は
薬
剤
師
が
28
名
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
２
名
医
療
事
務
12
名
登

録
販
売
者
５
名
で
地
元
の
顔
が
見

え
る
井
戸
端
会
議
の
場
所
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
近
隣
と
の
連
携
で
す

が
、
医
療
機
関
・
行
政
も
巻
き
込
ん

だ
研
修
会
や
勉
強
会
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

船
橋
南
部
在
宅
療
養
研
究
会
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
を
中
心
に
設

　今回は「風の萌」より医師・法人会員活動員紹介のコラムの 2014.12 月号を掲載いたし

ました。　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載

版です。（スタイル等は一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多く

の人に」、「迅速な」、配信が目的で、メールの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメー

ル配信されている数は「多くの人に」というにはまだまだ充実を計る必要があります。

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
４
・
12　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

　
　
　
　
「
株
式
会
社
カ
ネ
マ
タ　

カ
ネ
マ
タ
薬
局
」　

代
表　

薬
剤
師 

高
橋
眞
生

立
し
た
会
で
参
加
者
は
医
療
だ
け

で
な
く
介
護
・
福
祉
・
行
政
も
入

り
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
っ
て

い
ま
す
。
定
期
的
な
研
修
会
の
ほ

か
に
、
褥
瘡
や
動
作
介
助
・
疼
痛

な
と
の
委
員
会
活
動
も
お
こ
な
っ

て
お
り
、
そ
の
成
果
は
各
種
学
会

に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
懇
親
会

も
持
ち
寄
り
で
開
催
さ
れ
、
在
宅

で
の
よ
り
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
っ
て
い
ま
す
。  　

　

さ
ら
に
別
の
研
修
会
と
し
て
東

葛
南
部
地
域
医
療
連
携
協
議
会（
Ｔ

Ｓ
｜
ネ
ッ
ト
）
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
基
幹
病
院
の
退
院
調
整
看
護

部
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
き
た
会

で
、
病
院
か
ら
在
宅
へ
の
切
れ
目

の
な
い
医
療
介
護
を
目
指
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
で
は
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
が
知
ら
な
か
っ
た

在
宅
で
の
患
者
様
の
様
子
な
ど
も

研
修
さ
れ
、
互
の
目
か
ら
ウ
ロ
コ

が
行
わ
れ
て
い
て
、
地
域
の
方
か

ら
親
し
み
の
あ
る
病
院
連
携
像
と

の
評
価
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
当

薬
局
で
は
現
在
、
在
宅
訪
問
を
実

施
し
て
い
る
患
者
様
の
人
数
は
95

名
に
及
び
、
そ
の
処
方
せ
ん
発
行

医
療
機
関
は
27
施
設
に
な
り
ま

す
。
ま
た
長
年
に
渡
っ
て
無
菌
調

剤
を
実
施
し
て
お
り
、
在
宅
で
の

Ｔ
Ｐ
Ｎ
に
よ
る
輸
液
の
調
整
や
バ

ル
ー
ン
や
シ
リ
ン
ジ
に
使
用
す
る

麻
薬
の
充
填
な
ど
も
調
剤
し
て
お

り
、
県
内
外
の
国
公
立
病
院
な
ど

か
ら
も
退
院
時
の
在
宅
患
者
管
理

指
導
の
依
頼
が
舞
い
込
ん
で
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。  　

　

私
ど
も
の
地
域
へ
の
貢
献
の
方

針
と
し
て
は
、
在
宅
訪
問
の
依
頼

は
断
ら
な
い
・
他
の
薬
局
で
引
き

受
け
な
い
処
方
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。
在
宅
で
の
医
薬
品
、
医
療

材
料
の
知
識
を
十
分
に
習
得
し
、

患
者
様
が
快
適
な
在
宅
療
養
を
過

ご
す
た
め
の
連
携
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
で
す
。 　

　

地
域
に
根
を
張
り
、
患
者
様
の

薬
歴
が
一
生
涯
に
渡
っ
て
残
っ
て

い
く
よ
う
な
薬
局
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

株
式
会
社
カ
ネ
マ
タ　

カ
ネ
マ
タ
薬
局 

〒
〒
２
７
３̶

０
０
２
１　

千
葉
県
船
橋
市
海
神
６̶

11̶

15 
Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
４
７̶

４
３
１̶

３
０
３
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
４
７̶

４
３
１̶

３
０
１
４ 
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東京での桜は見納めとなりましたが、皆様の地域
では如何でしょうか？
年度末に掛かり、発行が遅れたことをお詫び申し
上げます。次号は予定通り発行させて頂きます。

東京事務局　犬童

2015年4月15日発行（第029号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801

活動予定

旭川プレ大会　「ケア・カフェあさひかわ」

NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
北海道大会向けて　旭川・十勝プレ大会の開催！！
　全国大会を秋に控え、旭川・十勝プレ大会の開催が決定しました。

十勝プレ大会「十勝を支えるための育てあい」

日時：未定 (5月予定 )
会場：旭川市市民活動交流センターCoCoDeもしくは旭川勤労者福祉会館
形式：ワールドカフェ形式　
　情報共有や事例のカンファレンスだけでは語ることの少ない「多職職種か
らの学び」をワールドカフェ形式で開催。
　大会テーマにリンクすることで、多職種協働と多職種教育についてフラッ
トな対話の場づくりを予定。

仮日程：6月6日 (土 )　13時半～16時半
場　所：:帯広市グリーンプラザorとかちプラザレインボーホール
十勝を支えるための育てあえる人材の育成をテーマに、広い十勝の各地での小
さな取り組みを紹介しつつ、交流と学びあいを行う。
同時に全国の集いの周知とネットワーク会員の募集も行い、遠方の十勝から札
幌の集いへの参加者を増やす。

　「総合診療のGノート」（羊土社）の2月
号で「これからの時代の在宅医療をはじめよ
う」という特集を草場鉄周先生が紹介されて
います。草場先生は今秋の全国の集いの大会
長であり、今回の掲載内容に呼応した大会が
期待されています。
　同時に、和田忠志先生が「老老介護家庭に
対する訪問診療」という記事を書かれていま
す。和田先生は当会の苛原会長の事業所の医
師で会の活動に非常に協力して頂いていま
す。
　この本は東京事務局に保管しております
が、購読等、詳細を希望される方は事務局ま
でお問い合わせください。

書籍紹介「総合診療のGノート」第
３
回 

理
事
会

平
成
27
年
５
月
24
日（
日
）

場
所
：
東
京

旭
川
プ
レ
大
会

平
成
27
年
５
月
予
定

場
所
：
旭
川
市

鹿
児
島
大
会
準
備
会

平
成
27
年
６
月
20
日（
土
）

場
所
：
鹿
児
島

十
勝
プ
レ
大
会

平
成
27
年
６
月
６
日（
土
）

場
所
：
帯
広
市

第
４
回 

理
事
会

平
成
27
年
８
月
23
日（
月
）

場
所
：
東
京

（
プ
レ
大
会
は一部
詳
細
未
定
）


